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らって、平成 20年 4月 1日に、文教短期大学
の辞令をいただきました。お年寄りから高齢者
まで、社会福祉協議会というところで 25年、
現場でさまざまな仕事をさせていただいたので
すが、今日は 3人の先生方、その現場の臨場感、
また僕も思い起こすような貴重なお話を大変あ
りがとうございました。
特に学生の皆さんは、初めて見聞きされるこ
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とが多いかと思います。もう吉村先生が最後に
まとめをされたので、これ以上、言うことはな
いのですが、やはりソーシャルワークの視点で
すよね。それぞれの先生方がおっしゃっていま
したように。特に今日はその実践的な、あるい
は実務的なケースワークというものを「ごみ屋
敷」ということを通して、触れていただいたの
ではないかと思います。
ただし、非常に残念なのは（映像では伝わら
ない）、五感ですね。五感を使う。もっと言っ
たら六感です、ケースワーカーとしての。六感
を使って現場では日々、いろいろな職種の人た
ちが地域の方たちと関わっているということ。
チームアプローチまでするメソッドについて
も、吉村先生のほうからもおっしゃっていただ
きました。これは精神保健の、あるいは高齢、
障害、保育、どのような場でも同じです。
今日はレポートを書かれている学生さんもい
らっしゃるということですが、平成 6年に『地
域保健法』になり、それまでは『保健所法』だっ
たのです。法律的な枠組みで見ると、今、他職
種でアプローチできるような環境になってきた
というのは、少子高齢化を見越してこの法律に
改められたのが、一つのきっかけになっている
のではないかと思っています。
それから、これもやはり教科書的ですが、ク
ライアントセンタードという、利用者の側に
立ってというところ。言葉としてはなかったの
ですが、3人の演者の方たちはアドボケートで
すよね。権利擁護、権利の代弁ということを巧
みにやっていらっしゃるなと感じています。あ
と、その関係付け、ラポールの形成といいます
が、三顧の礼の話を吉村先生からおっしゃって
いただきましたが、これは私も権利擁護事業を
日本で最初にやったときに、契約までに最低 7
回行っていました。時間は同じ日時ではないの
ですが。関係をつくるまでには、やはり信頼し
てはんこを押していただく。任意後見とはいえ、
やはり 7回、8回、訪問してお示ししました。
あと、マズローの人間欲求の階層ですね。教
科書的ですが、いろいろなステージがここには
あるなと。「ごみ屋敷」問題を通して感じました。
そういったことも見ていただきたいのと、あ
と、団塊の世代の一人暮らしの方のお話が吉村
先生からありました。やはりこれは他人の目と
言いますか、緊張感ですね。僕も高齢者施設と
の関わり、例えばコスメティック・ケアでも、
化粧をする、他人にかっこよく見られたい、美
しく見られたい。そういうことで、すごくエン
パワーされる高齢者の方も見てきました。動物
もそうなのですが、そういった緊張感を、他人
の目が入る、まさに外に開いていく家屋、そう
いうところで最後の八十歳代の男性の方なんか
も、きれいに片付いた状態というのが続いてい
るのではないかと思います。以上、雑ぱくです
が。
7．おわりに
京都文教大学人権委員会・京都文教短期大学人
権委員会
本シンポジウムには学生、教職員および関係
者約 100名が参加した。シンポジウムの感想の
多くには、テレビで知っていたごみ屋敷ではあ
るが、現実は想像以上に壮絶であることに驚い
たというものや、現場の援助専門職がごみに「触
らせていただく」ために、本人や近隣や関係者
などと地道な関係作りをしていることに対する
敬意の念が綴られていた。
ごみ屋敷に限らず、地域社会のなかには自発
的に援助は求めないが多くのニーズを抱えた人
たちが存在する。それらのニーズの背景には、
医療的・保健的・福祉的・心理的・教育的な問
題等、様々な問題が存在していることが想定さ
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れるが、以上の問題は融合したり、複合したり
して生活のなかに表れてくる。これは、援助専
門職自身の個人生活を振返ってみても同様であ
り、生活のなかに表れてくる問題については、
どの問題がどの分野に該当する問題であると明
確に意識したり、区分したりして対応している
わけではない。
したがって、多種多様なニーズを抱えた人に
対するアプローチについては、複合的な視点と
支援が必要であり、関係者や地域住民がそれぞ
れの得意分野を活かしたチームとして関わる必
要が生じる。まさにそういったことを私たちに
教えてくれているのがごみ屋敷現象であり、本
報告をとおして、そのエッセンスを少しでも感
じていただければ幸いである。
今回はごみ屋敷に焦点をあてたが、今後も地
域社会のなかで問題視されている現象をとりあ
げて、特定の人々が起こした特殊な問題であり、
特定の専門職が対応するべき課題であるとみな
して、社会から切り捨てたり切り離したりする
のではなく、地域社会の共生に関わる課題とし
て認識する必要があることを提起し続けていき
たいと考えている。
